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て、タイと中国、日本、韓国との FTA交渉の総和としてとらえている。これは必ずしも ASEANプラス 3
の全体像をとらえているとは言えないが、自本で理解されている ASEANプラス 3とは、様相が異なる捉え
かたいである点で興味深い。
さらに、本論文は 1990年代からタクシン政権期までの長期にわたる実証的な議論をふまえて、 AFTA形
成の過程は、欧州の経済統合論や地域統合理論で提示された仮説がそのままでは適用できないと論じている。
本論文は、欧州中心の地域主義に対する批判的な議論を AFTAの展開におけるタイの観点から実証的に
展開している点で、理論的な挑戦を試みていると同時に、実証的にはタイの文献や政策過程に重接関与した
当事者たちへのインタビューに基づく詳細な検証を展開している。その分析枠組みは論理的に明快であり、
独創性と説得力に富む。総じて、本論文は、優れた水準の博士論文であり、独自の学術的貢献が認められる。
平成 24年 1月1日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定した。
上記の論文審査及び最終試験の結果に基づき、著者は博士(国際公共政策)の学位を受けるに十分な資格
を有しているものと認めるD
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